
内臓脂肪量測定CT検査

メタボリックシンドロームの診断基準

内臓脂肪量測定CT検査とは

日本ではウエスト周囲が男性８５ｃｍ・女性９０ｃｍ以上で、血
圧・血糖・脂質のうち２つ以上が基準値から外れると「メタボリッ
クシンドローム」と診断されます。

CTにより、おへそを中心に４ｃｍほど撮影し、専用の解析ソフトを
用いて内臓脂肪と皮下脂肪ともに面積を測定します。
検査所要時間5分から10分程度で、事業所健診、個人健診時に追加
検査としてお申し込み頂けます。
身⾧と体重、画像上のウエストやBMIなどから「あなたの肥満度・
脂肪分布診断」レポートを作成します。

最近体重が増えた、運動不足、生活習慣病が気になる、BMIが高い、
脂質異常、糖尿病、高血圧の方などにおすすめの検査です。


